


高エネルギー電子の散乱実験から陽子,中性子の荷電分

布,磁気能率分布の空間的形状因子を測定してホフシュ

タッターがノーベル賞を受けたのを記憶されていられる

方もおいででしょう。特殊相対論での短離が空間的と時

間的と二種類あることは良く知られていることで陰陽電

コ子ライディングビームの面白い点の一つは素粒子の

時間的形状因子を測ることができることです。すでに

ι ttι ~→πttπ
~,ι +ι~→ Kttκ―の観測によってπ中間子と

κ 中間子の時間形状因子が測定されておりそれぞれ ρ
°

中間子, φ
°
中間子の共鳴形を示しています。核子の時

間的形状因子もポツポツデータが出始めて来ていますが

これらのデータをエネルギー領域をさらに拡げるだけで

なく精度を一気に改善できるものと期待され ます。第

2の面白い点は量子電磁力学の適用限界をチ ェックで

きることです。御承知 のように量子電磁力学は朝永,

Schwinger,Feynmannを 経で現在われわれの識ってい

る理論の中で一番信頼できるものですが,それと同時に

素粒子の未知の分野を調べて行く上の寄り所となってい

るのは丁度月ロケットの計算に古典力学が寄り所となっ

ているのと対比できるかも知れません。いずれにしろわ

れわれはこの道具の適用限界を常に注意深く検証してお

かなくては安心できません。量子電磁力学では電子を拡

がりのない数学的な点として記述していますが θ+ο
~→

ιttι
~,θ十¢―→γrや ι+ι

~→
μ+μ
~の
反応が果して量子

電磁力学の教える所とどれだけ違っっているかを見るこ

とによって電子の空間的および時間的拡がりの上限,さ

らにはμ中間子が電子と静止質量以外に何か違う所があ

るがどうかも倹証できるかも知れません。第 3の面白い

点はこの実験ばかりでなく新しいエネルギー領域に入る

時常に存在することですが懸案となっている未発見の仮

定粒子やあるいは想像もしなかった全く新しい粒子が発

見されるのではないかという期待感です。湯川中間子が

π中間子として実証されたと同時にこの世での役割りも

定かでないμ中間子も見つかってしまったこと,奇妙粒

子の発見,核子や中間子の共鳴励起状態の発見,オ メガ

粒子の発見等 程々度の差こそあれそれぞれ物理学者を安

心させあるいは困惑させて来ました。一方では電場と磁

場との対称性から Diracが 考えた磁気単極はもとより,

素粒子の対称陸から考えてその素材粒子として存在しそ

うだとされているクワーク粒子もあるいはまた崩壊など

の弱い相互作用を媒介するために考えられている 7中
間子も幾多の実験的探求にもかかわらず未だに見つかっ

ていません。われわれもこれらのある程度期待されてい

る粒子あるいは考えもしなかった新粒子の発見も夢見な

いわけではありませんが,そ ういうことは起これば起こ

第 2図

った時のことで,それよりも第一義的に追求せねばなら

ないのは散舌L振幅や各種粒子の生成振幅の暫近形がある

のかないのか,ま たあるとすればどのようにその暫近形

に近づいて行くのか,ま たどんな物理量を変数として取

れば暫近形への移行がうまく書き表わせるのかなどをで

きるだけ定量的につめて行くことでしょう。この問題は

高エネルギー電子の核子による非弾性散乱や高エ ネル

ギーの核子核子衝突における二次粒子の多重発生 の現

象等に関連して理論的には Yangの 極 限解離理論,
Feynmannのバートン理論等が提唱され験験 的 には

Stanfordの 2マ イル電子線型加速器の他,CERNの
ISR(陽子と陽子のコライディングビーム)や米国 NAL

の 3000億電子ボルト陽子シンクロ トロン等で精力的

に究研されていますが,われわれの実験においても
Stanfordの 非弾性衝突と相補的な形でこの方面に寄与

することができると考えられます。

さてこのように “より高エネルギー"を 目指し続けて

高エネルギー物理は際限なく追いかけて行くのかといろ

いろな意味で恐れを抱かれる方もあるかも知れません。

これに対する卒直な答はイエスといわぎるを得ません。

しかもそれが素粒子実験屋の宿命なのでしょう。しかし

考えてみて下さい。かつて高エネルギー物理学の先端で
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